
第37回リハ工学カンファレンス　in 東京

2023年8月24日木～26日土
東京大学・先端科学技術研究センター

 

 
 

 

 
 

 

大会長： 熊谷晋一郎 東京大学先端科学技術研究センター 
実行委員長： 並木重宏 東京大学先端科学技術研究センター
主催： 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会
大会ホームページ： https://www.resja.or.jp/conf-37/
お問い合わせ： conf-37@resja.or.jp

※初めて発表する障害当事者
およびその家族は参加費無料

【内容】
•24日（木）　18：00～19：30
　市民公開講座
 　「ハンセン病問題から学ぶ
　　―療養所で作り、使われた道具が伝えるもの―」
　　講師： 西浦　直子  さま  （国立ハンセン病資料館）
　

•26日（土）　12：30～13：50
　働くことの「当事者研究」
　　座長： 熊谷　晋一郎  （東京大学先端科学技術研究センター）
     

•福祉機器コンテスト作品展示
   

•福祉機器企業展示
　                                                                     （以上、一般参加可）
•一般演題発表
•大会長セッション
　東京大学におけるインクルージョン推進の動き
•国際セッション
　日本からウクライナへの機器支援
•災害対策委員会企画　
　災害対策ワークショップ！ダンボールでミニテーブルを作ろう♪　他
•SIG•支部セッション
　姿勢保持の現状と課題
　自助具くらべてみたら～3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰを活かすﾃﾞｻﾞｲﾝ～
　リフトの基本的使い方と吊り具装着技術
　笑顔が見える。一般的な振り袖をリフトを用いて車椅子上で着付け
　おもちゃでバズる車いす！

•インタラクティブセッション

https://resja-conf37-tokyo.peatix.com/view

事前参加申込

　今年度のテーマは、「リハ工学の先端で、インクルー

シブ社会をさけぶ」としています。すべての人が障害

など、その人の特徴にかかわらず受け入れられ、コミ

ュニティに参加することができるような社会のこと

をインクルーシブ社会と呼び、そこでは障害のある

人が障害のない人と同じ地域で暮らし、学び、働くと

いった当たり前の権利が保障されています。

　今回のカンファレンスでは、生活の支援に加えて、

就学•就労や、文化芸術活動•スポーツなどを含めた

社会参加についての支援やテクノロジーについても

注目をしたいと思います。 

後援：　内閣府　経済産業省　厚生労働省　文部科学省 　（公財)テクノエイド協会 　（国研) 情報通信研究機構　（独）高齢・障害・求職者雇用
支援機構　（独）福祉医療機構　（福）全国社会福祉協議会　(NPO）日本障害者協議会　（一社）日本福祉用具・生活支援用具協会　（一社）シル
バーサービス振興会　（公財)交通エコロジー・モビリティ財団　（一社）全国福祉用具専門相談員協会　（一財）日本福祉用具評価センター 　（公
社）日本リハビリテーション医学会
  

協賛：　（一社）ライフサポート学会　（公社）日本生体医工学会　（一社）日本機械学会　（一社）日本ロボット学会　（公社）計測自動制御学会　
（一社）日本義肢装具学会　バイオメカニズム学会　（一社）日本特殊教育学会　（一社）日本生活支援工学会　（NPO）ヒューマンインタフェース
学会　日本地域福祉学会　（公社）日本理学療法士協会　（一社）日本作業療法士協会　（公社）日本社会福祉士会　（公社）日本看護協会　（一
社）日本言語聴覚士協会　（公社）日本義肢装具士協会　日本教育工学協会　（一社）日本車椅子シーティング協会　感覚代行研究会　日本リハ
ビリテーション連携科学学会　（NPO）日本シーティング・コンサルタント協会　（一社）日本身体障害者補助犬学会　（認定NPO） DPI日本会議　（
一社）日本人間工学会　視覚障害リハビリテーション協会　（一財）全日本ろうあ連盟　全国頸髄損傷者連絡会　（公社）全国脊髄損傷者連合会
　（一社）日本筋ジストロフィー協会　（一社）日本ALS協会　（NPO）日本バリアフリー協会　（一社）全国肢体不自由児者父母の会連合会　福祉
用具プランナー研究ネットワーク

The 37th Japanese Conference on the Advancement of Assistive and Rehabilitation Technology in TOKYO


